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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 328,308 △3.4 4,659 △35.3 7,890 △27.5 5,493 △28.2

2022年３月期第３四半期 339,744 17.4 7,202 △15.5 10,881 △20.0 7,649 △18.9

（注）包括利益 2023年３月期第３四半期 5,732百万円（△24.8％） 2022年３月期第３四半期 7,620百万円（△18.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第３四半期 98.48 －

2022年３月期第３四半期 137.20 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第３四半期 242,837 72,705 29.7

2022年３月期 241,277 70,483 29.2

（参考）自己資本 2023年３月期第３四半期 72,098百万円 2022年３月期 70,448百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 37.50 － 37.50 75.00

2023年３月期 － 37.50 －

2023年３月期（予想） 37.50 75.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、通期は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 483,000 1.4 11,200 6.0 15,400 0.1 10,000 △5.5 179.32

（注1）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2023年３月期第３四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）



（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期３Ｑ 56,074,000株 2022年３月期 56,074,000株

②  期末自己株式数 2023年３月期３Ｑ 282,309株 2022年３月期 308,866株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期３Ｑ 55,780,994株 2022年３月期３Ｑ 55,753,571株

※  注記事項

新規２社　　　（社名）Relay2,INC.

　　　　　　　　　　　株式会社ユニケース

除外－社　　　（社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

四半期決算補足説明資料は2023年２月２日（木）に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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モバイル

事業

ソリューション

事業

決済サービス

事業他

その他・

調整額
合計

売上高
273,997

（△5.3％）

27,590

（8.9％）

26,667

（5.8％）

52

（－）

328,308

（△3.4％）

親会社株主に帰属

する四半期純利益

1,608

（△57.7％）

1,631

（20.5％）

2,069

（△17.1％）

184

（－）

5,493

（△28.2％）

＜参考＞営業利益
2,394

（△56.4％）

1,980

（15.6％）

144

（－）

139

（－）

4,659

（△35.3％）

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2022年４～12月）におけるわが国経済は、世界的な金融引締め等が続く中、海外景

気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっております。また、物価上昇、供給面での制約、金融資本市

場の変動等の影響に留意する必要があるものと考えられます。

当社グループ（当社、連結子会社および持分法適用会社）の主な事業分野である携帯電話等販売市場では、2022

年３月にKDDI㈱が３G（第３世代移動通信システム）のサービスを終了するなど、５G（第５世代移動通信システ

ム）への移行が徐々に進んでおります。一方で、一部の通信事業者においては、前第２四半期連結会計期間（2021

年７～９月）より手数料条件の改定がありました。加えて、オンライン手続きを強化し、中長期的にキャリアショ

ップを統廃合する方針を掲げるなど、当社をはじめ、携帯電話等販売代理店の役割および競争環境に大きな変化が

起こっております。また、携帯電話等の端末価格上昇に伴う買い控えに加え、物価上昇の影響から携帯電話サービ

スへの支出が減少しております。

このような事業環境において、当社グループは、中期経営計画の全社戦略として掲げた「TG Universe（ティー

ガイア内エコシステム）の実現」および「TGマテリアリティ（８つの重要課題）への取り組み」を着実に進めるこ

とで、モバイル事業に依存しない事業ポートフォリオへの変革を目指しております。2022年４月には、「ソリュー

ション事業、決済サービス事業他を中心とした積極的な成長投資」および「独自商材の更なる拡販や店頭業務の生

産性向上」のサポートを目的に、全社横断組織化した専門部署を設置しました。生産性向上を目的としたBPR組

織、DX推進組織などの活動が本格化しております。

当第３四半期連結累計期間の携帯電話等の回線契約数（以下、「回線契約数」といいます。）は、物価上昇等の

外部環境の悪化および通信事業者の販売施策の方針変更等に伴う機種変更契約数の減少により、260万回線（前年

同期比14.1%減）となりました。独自商材の拡販や過度な端末値引きの抑制により、１回線あたりの収益性を高め

ておりますが、上述した手数料条件改定の影響および回線契約数の減少による受取手数料等の減収を補うには至り

ませんでした。

また、店舗で初期設定や利用方法等をリモートでサポートする「スマートオンラインサポート」など、生産性向

上に向けた具体的な取り組みの効果は出始めておりますが、連結範囲の変更、連結子会社の増加および出張販売が

増えたことなどにより、販売費及び一般管理費が増加しました。

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における業績につきましては、売上高は3,283億８百万円

（前年同期比3.4％減）、営業利益は46億59百万円（同35.3％減）、カード退蔵益が前年同期に比して減少し、経

常利益は78億90百万円（同27.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は54億93百万円（同28.2％減）となり

ました。

当第３四半期連結累計期間におけるセグメントごとの業績は次のとおりであります。

(単位：百万円)

※　％表示は、対前年同四半期増減率
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（モバイル事業）

通信事業者各社が提供する携帯電話等の通信サービスや各種コンテンツの契約取次と携帯電話等の販売を行って

おります。当社グループの全国に広がる店舗は、単なる「販売拠点」でなく、「地域のICT拠点」として、質の高

いサービスとご要望に沿った利用価値の提案により、お客様に喜ばれ、信頼される店舗を目指しております。

モバイル事業では、上述した手数料条件改定の影響および回線契約数が伸び悩んだことにより、受取手数料等が

前年同期に比べ減少するなど、外部環境はさらに厳しさを増しております。一方で、ショッピングモール等を中心

としたサテライト店の出店だけでなく、近隣に店舗がない遠隔地への出張サポートにより販売・サービス提供の機

会を創出しております。引き続き、スマートオンラインサポートに対応した店舗を拡大し、効率化を図るととも

に、携帯電話等のコーティングサービスやセキュリティ商材等の独自商材の拡販に取り組んでおります。

また、総務省の「令和４年度利用者向けデジタル活用支援推進事業（地域連携型）」の事業実施団体として採択

されるほか、通信事業者等を通じてマイナンバーカードに係る申請サポート事業を受託するなど、地域社会の活性

化にも貢献しております。マイナンバーカードに係る申請サポ―トについては、受付期間が2023年２月末まで延長

されており、引き続き注力しております。

この結果、売上高は2,739億97百万円（前年同期比5.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億８百万

円（同57.7％減）となりました。

（ソリューション事業）

法人向けの携帯電話の販売や端末・回線管理サービス等のソリューションサービスの提供、法人・個人に対する

光回線サービスの販売・契約取次を行っております。当社グループでは、パソコンまで含めたスマートデバイスの

調達・提案、導入支援から、環境構築、保守、運用、アップデートまでの一連のライフサイクルの管理・サポート

をLCM（Life Cycle Management）事業と呼称しており、お客様のご要望にワンストップで対応すべく、商材・サー

ビスの拡充を行っております。

ソリューション事業では、世界的な半導体の供給不足等による一部の商品の納入遅れは解消しつつあり、回線契

約数は前年同期に比べ増加しました。

LCM事業については、商材・サービスを拡充しており、回線管理サービスやヘルプデスク等の管理ID数が前年同

期を上回りました。ヘルプデスクについては文教関係の案件および「スマートオンラインサポート」の提供範囲拡

充等に対応するため、コールセンターを増床しました。また、エッジソリューションを活用したネットワークの構

築、運用保守等の新たな事業領域の提案に加え、政府が掲げる「デジタル田園都市国家構想」を背景に自治体との

連携強化にも引き続き注力しております。

固定回線系商材においては、独自ブランドの光アクセスサービス「TG光」の累計保有回線数が前年同期から約１

割増加するなど、堅調に推移しております。

この結果、売上高は275億90百万円（前年同期比8.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は16億31百万円

（同20.5％増）となりました。

（決済サービス事業他）

全国の主要コンビニエンスストア等を通じての「PIN（プリペイドコード）」、「ギフトカード」および「スマ

ートフォンアクセサリ」の販売等を行っております。また、連結子会社である㈱クオカードでは、「QUOカード」

および「QUOカードPay」の発行・精算業務およびカード関連機器の販売ならびに保守業務等を行っております。

決済サービス事業では、PIN・ギフトカードの取扱高は前年同期と比べ減少しましたが、ゲームや音楽・動画配

信等の様々なデジタルコンテンツの需要は引き続き高い水準にあります。

「QUOカード」および「QUOカードPay」は自治体の施策等への採用もあり、発行高は前年同期に比べ増加しまし

たが、発送・事務関連の費用が一部先行して発生しております。㈱クオカードでは、利用者の利便性を向上させる

ため、引き続き加盟店の拡大に注力しております。

その他の新規事業では、コンビニエンスストア等を中心としたスマートフォンアクセサリの卸売り販売が、取扱

販路の拡大と商材の拡充により堅調に推移しました。子ども向けICTスクールの運営、eスポーツ事業のオンライン

イベント開催などに引き続き注力しております。また、2022年11月には、ウェアラブルディバイスブランド

「Fitbit」の国内主要代理店として販売を開始しました。

連結子会社である㈱TGパワーでは、大手飲食チェーン店や家電量販店への太陽光発電システムの設置に関する契

約を締結するなど、再生可能エネルギー事業の拡大を図りつつお客様の気候変動対策にも貢献しております。

この結果、売上高は266億67百万円（前年同期比5.8％増）、上述したカード退蔵益が前年同期に比べ減少し、親

会社株主に帰属する四半期純利益は20億69百万円（同17.1％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ24億33百万円増加し、1,969億75百万

円となりました。これは主に棚卸資産が44億73百万円、未収入金が14億57百万円、差入保証金が118億19百万円増加

したものの、現金及び預金が149億19百万円減少したことによるものであります。固定資産は、前連結会計年度末に

比べ８億73百万円減少し、458億62百万円となりました。これは主に繰延税金資産が14億円減少したことによるもの

であります。

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ15億60百万円増加し、2,428億37百万円となりました。

(負債)

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ19億88百万円増加し、1,642億79百万

円となりました。これは主にカード預り金が94億74百万円、未払金が38億41百万円増加したものの、１年内返済予

定の長期借入金が90億円、買掛金が14億23百万円、賞与引当金が11億89百万円減少したことによるものでありま

す。固定負債は、前連結会計年度末に比べ26億50百万円減少し、58億53百万円となりました。これは主に長期借入

金が28億13百万円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べ６億62百万円減少し、1,701億32百万円となりました。

(純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ22億22百万円増加し、727億５百万円と

なりました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益を54億93百万円計上し、剰余金の配当を41億83百万円

支払ったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間業績の、通期業績予想に対する進捗率は、売上高68.0％、営業利益41.6％、経常利益

51.2％、親会社株主に帰属する当期純利益54.9％で推移しております。

現段階において、2022年５月２日に公表しました通期業績予想を据え置いております。今後開示すべき事象が生

じましたら適切に開示いたします。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 58,162 43,243

受取手形及び売掛金 17,660 17,043

棚卸資産 22,239 26,713

未収入金 12,621 14,079

差入保証金 81,400 93,219

その他 2,495 2,708

貸倒引当金 △37 △32

流動資産合計 194,542 196,975
固定資産

有形固定資産 3,903 3,657

無形固定資産

のれん 16,563 16,907

契約関連無形資産 1,260 1,209

その他 4,885 5,628

無形固定資産合計 22,709 23,746
投資その他の資産 20,122 18,458
固定資産合計 46,735 45,862

資産合計 241,277 242,837
負債の部

流動負債

買掛金 9,964 8,540

１年内返済予定の長期借入金 12,751 3,751

未払金 16,576 20,417

未払法人税等 722 325

返金負債 － 86

賞与引当金 2,719 1,529

カード預り金 118,341 127,816

その他 1,215 1,811

流動負債合計 162,290 164,279
固定負債

長期借入金 5,622 2,809

勤続慰労引当金 146 169

退職給付に係る負債 349 379

資産除去債務 1,979 1,976

その他 406 518

固定負債合計 8,503 5,853
負債合計 170,794 170,132

純資産の部

株主資本

資本金 3,154 3,154

資本剰余金 5,123 5,141

利益剰余金 62,137 63,447

自己株式 △284 △260

株主資本合計 70,129 71,482
その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 263 312

為替換算調整勘定 55 303

その他の包括利益累計額合計 318 615
非支配株主持分 35 607
純資産合計 70,483 72,705

負債純資産合計 241,277 242,837

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

売上高 339,744 328,308
売上原価 286,139 276,367

売上総利益 53,604 51,940

販売費及び一般管理費 46,402 47,281

営業利益 7,202 4,659

営業外収益

受取利息 4 4
受取配当金 8 10
持分法による投資利益 8 －
遅延損害金収入 － 362
カード退蔵益 3,619 2,933
その他 133 185

営業外収益合計 3,774 3,496

営業外費用

支払利息 63 25
持分法による投資損失 － 33
遅延損害金 － 171
その他 31 35

営業外費用合計 94 265

経常利益 10,881 7,890

特別利益

固定資産売却益 25 19
投資有価証券売却益 807 －
負ののれん発生益 － 249
段階取得に係る差益 － 305

特別利益合計 832 575

特別損失

固定資産売却損 5 0
固定資産除却損 18 53

特別損失合計 24 54

税金等調整前四半期純利益 11,690 8,411

法人税、住民税及び事業税 2,160 1,596
法人税等調整額 1,875 1,380

法人税等合計 4,035 2,976

四半期純利益 7,654 5,435
非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

5 △58

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,649 5,493

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年12月31日)

四半期純利益 7,654 5,435
その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △63 49
為替換算調整勘定 － 234
持分法適用会社に対する持分相当額 29 13

その他の包括利益合計 △34 297

四半期包括利益 7,620 5,732

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,614 5,712
非支配株主に係る四半期包括利益 5 19

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（単位：百万円）

モバイル

事業

ソリューション

事業

決済サービス

事業他
合計

売上高

スマートデバイス 171,346 7,222 - 178,569

プリペイドカード等 - - 10,665 10,665

スマートデバイス関連手数料 114,052 7,979 - 122,031

プリペイドカード等販売手数料 - - 9,177 9,177

自社ソリューションサービス - 4,244 - 4,244

TG光・NW関連 - 5,645 - 5,645

その他 3,819 237 5,351 9,408

顧客との契約からの生じる収益 289,218 25,329 25,194 339,742

その他の収益 - - 2 2

外部顧客への売上高 289,218 25,329 25,196 339,744

セグメント利益 3,799 1,354 2,495 7,649

（セグメント情報）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメントの利益の金額の合計額と四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益

は一致しております。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

2020年11月２日に行われた株式会社TFモバイルソリューションズ（2021年２月１日付で当社と吸収合

併。）との企業結合について、取得原価の配分が完了していなかったため、のれんの金額は暫定的に算

出された金額でありましたが、第２四半期連結会計期間に取得原価の配分が完了し、暫定的な会計処理

が確定したため、モバイル事業においてのれんの金額を修正しております。
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(単位:百万円)

報告セグメント
その他

（注）
合計モバイル

事業

ソリューシ

ョン事業

決済サービ

ス事業他
計

売上高

　スマートデバイス 163,224 8,724 - 171,948 - 171,948

　プリペイドカード等 - - 7,818 7,818 - 7,818

　スマートデバイス関連手数料 106,377 8,376 - 114,754 - 114,754

　プリペイドカード等販売手数料 - - 11,924 11,924 - 11,924

　自社ソリューションサービス - 4,927 - 4,927 - 4,927

　TG光・NW関連 - 5,316 - 5,316 - 5,316

　その他 4,395 247 6,826 11,469 52 11,522

顧客との契約からの生じる収益 273,997 27,590 26,570 328,158 52 328,210

その他の収益 - - 97 97 - 97

外部顧客への売上高 273,997 27,590 26,667 328,255 52 328,308

セグメント間の内部売上高又は

振替高
184 77 86 348 1,112 1,460

　　　　　　計 274,182 27,667 26,753 328,603 1,165 329,769

セグメント利益 1,608 1,631 2,069 5,309 184 5,493

利益 金額

報告セグメント計 5,309

「その他」の区分の利益 184

四半期連結損益計算書の親会社株主に帰属する四半期純利益 5,493

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日　至 2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、当社のシステム開発・

運用・保守業務等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

３．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、ポピュラーソフト㈱（2022年４月1日より㈱TGソリューションズに商号変更）は、ソリューシ

ョン事業セグメントに含めていましたが、業態変更に伴い、第１四半期連結累計期間より報告セグメン

トに含めない事業セグメント（「その他」）としてセグメント情報を開示しております。なお、前第３

四半期連結累計期間のセグメント情報は、セグメント利益に対する影響が軽微であるため、変更後の区

分に基づき作成しておりません。

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

ソリューション事業セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間よりRelay2,Inc.を連結子会社と

いたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は1,137百万円であります。

（負ののれん発生益に関する情報）

モバイル事業セグメントにおいて、第２四半期連結会計期間にCCCフロンティア㈱（2022年10月１日

に㈱ユニケースに商号変更）の株式を取得し連結子会社としたことにより、負ののれん発生益を認識し

ております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、244百万円であります。
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